
法人税の世界共通の最低
税率は少なくとも ％の
水準を目指すことで一致
巨大ＩＴ企業や多国籍企
業の税逃れを防ぐ「デジ
タル課税」の導入で一致
７月の カ国・地域（Ｇ
）財務相・中央銀行総
裁会議で合意することを
期待
主要企業に対する気候変
動の経営への影響の開示
義務化を支持
新型コロナウイルス感染
拡大による危機の影響を
抑えるために引き続き必
要な措置を取る

Ｇ７財務相会合の
共同声明ポイント

200km

ポーランド
ワルシャワベルリン

ドイツ

（
オ
シ
フィ
エ
ン
チ
ム
）

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

強
制
収
容
所
跡

ラーフェンスブリュック強制収容所跡
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焼岳噴火で大正池出現 1915年 建国の父 スカルノ誕生 1901年

６月６日
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長野、岐阜両県にまたがる焼岳（2455㍍）

が噴火し、流れ出した泥流によって梓川がせ

き止められ「大正池」が出現した。池は沢か

ら流れ込む土砂などで自然のままでは埋まる

可能性があり、毎年しゅんせつ作業が行われ

ている。

インドネシアの「建国の父」と呼ばれるス

カルノ氏が、スラバヤで生まれた。 年に独

立を宣言し、初代大統領に就任。 年の親共

産党軍人によるクーデター未遂をきっかけに

実権を失い、軟禁状態に置かれたまま 歳で

死去した。

過
労
死
等
防
止
対
策
大
綱
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恨婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚

過
労
死
を
防
ぐ
対
策
を
定
め
た

文
書
。
労
働
時
間
や
休
暇
取
得
に

関
す
る
数
値
目
標
に
加
え
、
国
や

自
治
体
、
企
業
が
取
り
組
む
施
策

を
示
す
。２
０
１
５
年
の
策
定
後
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
、
弁
護
士
や

労
使
の
代
表
ら
で
構
成
す
る
協
議

会
で
の
議
論
を
基
に
改
定
す
る
。

協
議
会
は
５
月
、
改
定
案
を
ま

と
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る

医
療
現
場
な
ど
で
過
重
労
働
が
発

生
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
方

針
の
ほ
か
、
仕
事
を
終
え
て
次
に

始
め
る
ま
で
一
定
の
休
息
時
間
を

確
保
す
る
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
」
を
導
入
す
る
企
業
を
増

や
す
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
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▽▽▽

船頭犬
△△△

デンマーク・フュン島近く

で、ボートに乗る犬。一団を

率いるリーダーのよう。

提供 ロイター‖共

同
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【
北
京
共
同
】
北
朝
鮮
の

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
総
書
記

は
４
日
、
平
壌
で
党
政
治
局
会

議
を
開
き
、
経
済
対
策
な
ど
を

策
定
す
る
た
め
に
党
中
央
委
員

会
総
会
を
今
月
上
旬
に
招
集
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
朝
鮮
中

央
通
信
が
５
日
報
じ
た
。
金

氏
の
動
静
が
伝
え
ら
れ
る
の
は

５
月
６
日
の
軍
人
家
族
と
の
記

念
撮
影
以
来
で
、
約
１
カ
月
ぶ

り
。総

会
で
は
「
経
済
事
業
と
人

民
生
活
に
お
け
る
切
実
な
懸

案
」
を
解
決
す
る
た
め
の
追
加

的
対
策
や
、
党
の
機
構
改
編
が

議
題
と
な
る
。
北
朝
鮮
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め

に
昨
年
１
月
か
ら
国
境
を
封

鎖
、
経
済
状
況
の
悪
化
が
伝
え

ら
れ
る
。

総
会
開
催
は
今
年
２
月
以

来
。
バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
４
月

に
対
北
朝
鮮
政
策
の
見
直
し
を

終
え
、
非
核
化
に
向
け
た
対
話

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
総
会
で

対
外
方
針
が
示
さ
れ
る
か
ど
う

か
も
焦
点
だ
。

金
氏
は
政
治
局
会
議
で
、
コ

ロ
ナ
禍
を
念
頭
に
「
不
利
な
環

境
」
に
よ
り
国
家
事
業
が
大
き

な
制
約
を
受
け
て
い
る
と
指

摘
。
総
会
で
は
今
年
前
半
の
事

業
実
態
を
総
括
し
、
問
題
解
決

へ
の
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る

と
強
調
し
た
。

２
月
の
総
会
で
は
１
月
の
党

大
会
が
定
め
た
新
た
な
経
済
５

カ
年
計
画
に
基
づ
き
今
年
の
事

業
計
画
を
策
定
し
た
。
党
人
事

も
決
め
ら
れ
、
党
経
済
部
長
が

更
迭
さ
れ
た
。
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５
日

■ニューヨーク・タイムズ 米

ＦＢ、トランプ氏の投稿２年停止

■タイムズ 英

感染ペース加速、規制解除は予定通りか

■ルモンド 仏

共和党、地域圏議会選で危機感

■フランクフルター・アルゲマイネ 独

ミュンヘン大司教、性的虐待で引責辞任

■独立新聞 ロシア

※休刊日

■人民日報 中国

人と自然が共生する美しい中国

■ストレーツ・タイムズ シンガポール

ＡＳＥＡＮとＥＵ、航空便増加で合意

■中央日報 韓国

検察幹部人事、「親政権」派が昇進

北

今
月
上
旬
に
党
総
会

正
恩
氏

１
ヵ
月
ぶ
り
に
姿
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▼
米
軍
訓
練
に
日
韓
３
０
０
人

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
国
防
総

省
の
カ
ー
ビ
ー
報
道
官
は
４
日
の
記

者
会
見
で
、

日
か
ら
米
ア
ラ
ス
カ

州
で
実
施
す
る
米
空
軍
の
訓
練
「
レ

ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
・
ア
ラ
ス
カ
」
に
航

空
自
衛
隊
と
韓
国
空
軍
の
隊
員
計
約

３
０
０
人
が
参
加
す
る
と
明
ら
か
に

し
た
。
韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

バ
イ
デ
ン
米
政
権
発
足
後
、
日
米
韓

の
み
の
訓
練
は
初
め
て
。
３
カ
国
の

連
携
強
化
を
示
し
、
北
朝
鮮
を
け
ん

制
す
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

米
太
平
洋
空
軍
や
空
自
に
よ
る

と
、

日
ま
で
防
空
戦
闘
や
空
中
給

油
な
ど
の
訓
練
を
実
施
。
米
軍
か
ら

隊
員
約
１
５
０
０
人
と
航
空
機
１
０

０
機
以
上
、
空
自
か
ら
は
隊
員
約
１

７
０
人
と
那
覇
基
地
所
属
の
Ｆ

戦

闘
機
６
機
な
ど
が
参
加
す
る
。
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Ｇ
７

デ
ジ
タ
ル
課
税
も
導
入

ワ
ク
チ
ン
供
与

感
謝
の
花
束

相
次
ぎ
届
く

台
湾
・
日
本
交
流
事
務
所

【
台
北
時
事
】
日
本
か
ら
台

湾
に
４
日
、
緊
急
支
援
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

届
い
た
こ
と
を
受
け
、
台
北
の

日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務

所
（
大
使
館
に
相
当
）
に
は
、

市
民
か
ら
た
く
さ
ん
の
花
が
贈

ら
れ
た
。
台
湾
で
は
ワ
ク
チ
ン

の
無
償
提
供
に
歓
迎
ム
ー
ド
が

広
が
っ
て
お
り
、
花
に
は
「
あ

り
が
と
う
日
本
」
な
ど
と
、
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

同
事
務
所
に
よ
る
と
、
４
日

夜
時
点
で

組
か
ら
花
束
や
ラ

ン
の
鉢
植
え
が
届
い
た
。
市
議

会
議
員
ら
か
ら
の
一
部
を
除

き
、
ほ
と
ん
ど
が
一
般
市
民
か

ら
で
、匿
名
の
も
の
も
あ
っ
た
。

同
事
務
所
は
「
花
が
届
く
と
は

全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
感
動
し
て
い

る
」（
広
報
担
当
者
）
と
歓
迎
。

同
事
務
所
に
は
、
日
本
へ
の
謝

礼
の
メ
ー
ル
も
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。地

元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

台
北
の
超
高
層
ビ
ル
「
台
北
１

０
１
」
は
、
「
台
日
の
絆
と
感

謝
」
と
日
本
語
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
支
援
へ
の
謝
意
を
発
信

し
た
。

ル
ノ
ー
資
金
不
正
疑
惑

ゴ
ー
ン
被
告
聴
取

仏
当
局
が
終
え
る

【
パ
リ
共
同
】
フ
ラ
ン
ス
捜

査
当
局
は
４
日
、
自
動
車
大
手

ル
ノ
ー
の
会
社
資
金
を
不
正
使

用
し
た
疑
惑
を
巡
り
、
５
月

日
か
ら
レ
バ
ノ
ン
の
首
都
ベ
イ

ル
ー
ト
で
行
っ
て
い
た
前
会
長

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告

の
事
情
聴
取
を
終
え
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
。

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
局

が
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
手
続
き
に

お
い
て
正
式
な
容
疑
者
と
す
る

か
ど
う
か
な
ど
が
焦
点
と
な

る
。フ

ラ
ン
ス
当
局
は
昨
年
２

月
、
本
格
捜
査
を
開
始
。
ル
ノ

ー
か
ら
中
東
オ
マ
ー
ン
の
販
売

代
理
店
「
Ｓ
Ｂ
Ａ
」
へ
の
不
審

な
支
払
い
や
、
ル
ノ
ー
と
日
産

の
企
業
連
合
統
括
会
社
が
被
告

の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
行
っ

た
疑
い
の
あ
る
支
出
に
関
し
、

会
社
資
産
乱
用
や
背
任
な
ど
の

疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
。
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最
低
法
人
税
率

世
界
各
国

が
協
調
し
て
設
定
す
る
法
人

税
率
の
下
限
で
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
進
め
て
き
た
国

際
課
税
ル
ー
ル
作
り
の
２
本
柱
の
一

つ
。
自
国
へ
の
企
業
誘
致
を
狙
う
主

要
国
が
繰
り
広
げ
て
き
た
法
人
税
率

の
引
き
下
げ
競
争
に
歯
止
め
を
か
け

る
狙
い
が
あ
る
。
最
低
税
率
導
入
の

国
際
協
議
は
難
航
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
各
国
が

巨
額
の
経
済
対
策
を
講
じ
、
財
源
確

保
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
で
合
意

の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

５
日
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
記
念
撮
影

す
る
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
財
務
相

会
合
の
参
加
者
（
ロ
イ
タ
ー
‖
共
同
）

当
選
な
ら
父
親
恩
赦

ペ
ル
ー
大
統
領
選

ケ
イ
コ
候
補
が
明
言

【
サ
ン
パ
ウ
ロ
共
同
】
南
米

ペ
ル
ー
で
６
日
投
開
票
さ
れ
る

大
統
領
選
決
選
投
票
で
、
ア
ル

ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領

の
長
女
ケ
イ
コ
氏

は
、
当
選
す
れ
ば
在
任
中
の
人

権
侵
害
事
件
で
服
役
中
の
父
を

恩
赦
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。

自
身
の
命
運
が
懸
か
る
フ
ジ
モ

リ
氏
は
収
監
先
の
首
都
リ
マ
郊

外
の
警
察
施
設
か
ら
ケ
イ
コ
氏

に
選
挙
戦
略
を
指
南
し
、
結
果

を
待
つ
。

「
（
対
立
候
補
が
）
馬
に
乗

る
な
ら
、
お
ま
え
は
ト
ラ
ク
タ

ー
に
乗
れ
」
。
関
係
者
に
よ
る

と
、
フ
ジ
モ
リ
氏
は
施
設
か
ら

電
話
で
ケ
イ
コ
氏
に
指
示
し

た
。
選
挙
運
動
で
馬
で
移
動
す

る
急
進
左
派
カ
ス
テ
ィ
ジ
ョ
氏

に
対
抗
し
て
、
自
身
が
初

出
馬
し
た
１
９
９
０
年
に
し
た

よ
う
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て

農
民
層
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
提
案
、
ケ
イ
コ
氏
は
従

っ
た
。

【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
日
米
欧

の
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
の
財

務
相
会
合
は
５
日
、
最
終
日
の

討
議
を
終
え
て
共
同
声
明
を
採

択
し
閉
幕
し
た
。
国
際
課
税
の

強
化
で
各
国
共
通
の
最
低
法
人

税
率
‖

‖
を
少
な
く
と
も

％
と
す
る
こ
と
で
合
意
。
巨
大

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
税
逃
れ
を
防

ぐ
「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」
の
導
入

で
も
一
致
し
た
。
地
球
温
暖
化

な
ど
気
候
変
動
の
経
営
へ
の
影

響
を
開
示
す
る
よ
う
主
要
企
業

に
求
め
る
。

議
長
国
を
務
め
る
英
国
の
ス

ナ
ク
財
務
相
は
「
歴
史
的
な
合

意
に
達
し
た
」
と
強
調
。
Ｇ
７

が
国
際
的
な
法
人
税
改
革
で
足

並
み
を
そ
ろ
え
た
こ
と
で
、
国

外
企
業
の
誘
致
で
各
国
・
地
域

が
続
け
て
き
た
法
人
税
の
「
引

き
下
げ
競
争
」
に
歯
止
め
が
か

か
る
可
能
性
が
あ
る
。
タ
ッ
ク

ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回
避
地
）

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
税
負
担

を
軽
減
し
て
き
た
巨
大
企
業
に

と
っ
て
戦
略
の
見
直
し
を
迫
る

転
機
と
な
り
そ
う
だ
。

最
低
法
人
税
率
は
、
各
国
と

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
財
政
が
悪
化
す
る
中
、
財
源

確
保
に
つ
な
が
る
と
み
て
支
持

す
る
声
が
多
く
、
米
国
が
税
率

の
具
体
的
な
水
準
を
「

％
以

上
」
と
提
案
し
て
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
課
税
は
物
理
的
な

拠
点
が
な
い
国
で
も
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
が
い
れ
ば
適
切
に
課

税
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
大
規

模
で
も
う
け
が
大
き
い
企
業
に

つ
い
て
、

％
の
利
益
率
を
上

回
る
部
分
の
最
低

％
に
課
税

で
き
る
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
抑
え

る
た
め
に
引
き
続
き
必
要
な

措
置
を
取
る
こ
と
で
一
致
。
低

所
得
国
へ
の
支
援
、
デ
ジ
タ
ル

通
貨
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ

た
。会

合
に
は
各
国
代
表
が
ロ
ン

ド
ン
に
赴
き
、
２
０
１
９
年
７

月
以
来
、
約
２
年
ぶ
り
に
対
面

で
開
催
し
た
。
結
果
は

〜

日
に
英
国
で
開
か
れ
る
先
進
７

カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
）
に
引
き
継
が
れ
る
。
国
際

課
税
の
強
化
は
７
月
の

カ
国

・
地
域
（
Ｇ

）
財
務
相
・
中

央
銀
行
総
裁
会
議
に
場
を
移

し
、
大
筋
合
意
を
目
指
す
。

第
２
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
強
制
収
容
所
に
看
守
と
し
て
勤
務
し
た
３
千

人
以
上
の
女
た
ち
が
い
た
。
残
虐
行
為
が
日
常
化
し
た
収
容
所
で
収
容
者
を
監
視
し
、

時
に
は
自
ら
の
手
で
死
に
追
い
や
っ
た
。
何
が
彼
女
た
ち
を
無
慈
悲
な
行
動
に
駆
り
立

て
た
の
か
｜
。
戦
後

年
の
今
も
実
相
を
解
明
し
、
教
訓
を
語
り
継
ぐ
努
力
が
続
く
。

ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
で

人
超
勤
務

暴力の歴史繰り返さぬ
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ク
強
制
収
容
所

跡
の
女
性
看
守
の
元
住
居
で
、
展
示
に
つ

い
て
説
明
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
員
。
パ

ネ
ル
写
真
の
２
人
は
私
服
姿
の
女
性
看
守

‖
５
月

日
、
ド
イ
ツ
東
部
フ
ュ
ル
ス
テ

ン
ベ
ル
ク

収
容
者
の
作
業
を
監
視
す
る
ラ
ー
フ
ェ
ン

ス
ブ
リ
ュ
ッ
ク
強
制
収
容
所
の
女
性
看
守

（
右
端
）
‖
１
９
４
１
年
ご
ろ
、
ド
イ
ツ

東
部
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
（ⓒ

Ｍ
ａ
ｈ

ｎ
ｕ
ｎ
ｄ
Ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｓ
ｔ
ａ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
Ｒ
ａ

ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
ｂ
ｒ
ｕ
ｅ
ｃ
ｋ

提
供
・
共
同
）

普
通
の
人
が
変
貌

ド
イ
ツ
東
部
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル

ク
に
あ
る
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ッ

ク
強
制
収
容
所
跡
。
れ
ん
が
の
壁
の

上
に
は
電
流
が
流
れ
た
有
刺
鉄
線
が

巡
り
、
遺
体
焼
却
炉
も
残
る
。
１
９

３
９
〜

年
に
存
在
し
た
ナ
チ
ス
最

大
の
女
性
収
容
所
で
、
工
場
な
ど
で

強
制
労
働
に
就
く
人
々
が
欧
州
各
国

か
ら
送
ら
れ
た
。

ド
イ
ツ
人
女
性
看
守
の
訓
練
施
設

で
も
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
は
当
初
３

カ
月
間
、
大
戦
末
期
は
２
週
間
の
訓

練
を
経
て
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊
の
軍
属

と
し
て
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
な
ど
各
地

の
強
制
収
容
所
で
女
性
収
容
者
の
前

に
立
っ
た
。

看
守
の
応
募
者
は
平
均

歳
。
義

務
教
育
を
終
え
て
社
会
に
出
た
人
が

多
く
、
刑
務
所
職
員
や
飲
食
店
員
な

ど
職
歴
は
多
様
だ
っ
た
。
給
与
は
工

場
の
倍
で
託
児
所
も
完
備

女
性
た

ち
に
は
高
給
で
、
工
場
の
流
れ
作
業

よ
り
魅
力
的
な
仕
事
に
映
っ
た

収

容
所
跡
を
公
開
す
る
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス

ブ
リ
ュ
ッ
ク
記
念
館
の
ザ
ビ
ー
ネ
・

ア
ー
レ
ン
ト
研
究
員

が
話
す
。

た
だ
、
そ
の
先
に
は
無
慈
悲
な
世

界
が
広
が
っ
て
い
た
。
先
輩
看
守
は

収
容
者
を
警
棒
で
殴
り
、
警
備
犬
を

け
し
か
け
た
。
人
々
が
虐
待
さ
れ
る

環
境
に
身
を
置
き
、
女
性
の
多
く
が

暴
力
を
受
け
入
れ
た
。
折
り
目
正
し

い
新
人
も
短
期
間
で
情
け
容
赦
の
な

い
看
守
に
変
貌
し
た
。

戦
時
中
、
収
容
所
網
は
拡
大
を
続

同
化
求
め
る
圧
力

け
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
は
女
性

看
守
が
ガ
ス
室
行
き
と
な
る
人
々
の

選
別
に
参
加
。
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
リ

ュ
ッ
ク
で
も
大
戦
末
期
の

年
１
月

に
ガ
ス
室
が
稼
働
し
、
女
性
看
守
が

そ
こ
へ
送
ら
れ
る
人
々
に
同
行
し

た
。両

収
容
所
を
生
き
抜
い
た
ド
イ
ツ

在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
エ
ス
タ
ー
・

ベ
ジ
ャ
ラ
ー
ノ
さ
ん

は
「
意
識

を
失
う
ま
で
収
容
者
を
む
ち
打
っ
た

女
性
看
守
が
い
た
。
喜
々
と
し
て
痛

め
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
語

っ
た
。

ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ク
に
は

ド
イ
ツ
へ
の
抵
抗
運
動
参
加
者
や
ユ

ダ
ヤ
人
ら

万
人
を
超
す
女
性
と
子

供
が
送
ら
れ
、
約
２
万
８
千
人
が
死

亡

収
容
所
は

年
４
月

ソ
連
軍
が

解
放
し
、
ド
イ
ツ
は
約
１
週
間
後
に

降
伏
し
た

戦
後

少
数
の
女
性
看
守

が
死
刑
や
長
期
刑
の
判
決
を
受
け
た

が

大
多
数
は
責
任
を
問
わ
れ
ず

妻

や
母
と
し
て
社
会
に
溶
け
込
ん
だ
。

ア
ー
レ
ン
ト
さ
ん
は
周
囲
へ
の
同

化
を
求
め
る
集
団
の
圧
力
が
女
性
た

ち
を
変
え
た
と
考
え
て
い
る
。
「
彼

女
ら
は
本
来
残
酷
で
な
く
、
あ
り
ふ

れ
た
女
性
だ
っ
た
。
普
通
の
人
々
が

引
き
起
こ
し
た
暴
力
の
歴
史
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
、
真
相
を
明
ら

か
に
し
た
い
」

（
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
共
同
）
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(５) ２０２１年(令和３年)６月６日(日曜日)(５) ２０２１年(令和３年)６月６日(日曜日)




